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「瀬戸内海の近傍に位置します」
排水を瀬戸内海に直接放流しています。
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緑の多いきれい

 な工場です！

 

緑の多いきれい

 な工場です！

第4工場

第2工場

第3工場

技術ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ

第1工場

今年で稼働22年今年で稼働22年

「春にはウグイスの鳴声が聞える、緑の豊かな場所です。」



1）
 
入口側での管理

 ①仕組み1 （S－CMS：化学物質管理システム）
 ②仕組み2 （CーPA：事前評価制度）

 ③運用
 

（新規化学物質採用フロー）
 ④安全性確認実験

 
2）

 
出口側での管理

 ①「計器監視＋生物モニタリング」による放流水質管理
 ②独自排水処理システム開発と実用化

化学物質管理の概要



① 仕組み１：Ｓ－ＣＭＳ(化学物質の管理システム）

Ⅰ）化学物質の購入量、ＰＲＴＲ物質の取扱い量、排出量、移動量の把握

Ⅱ）排出量削減の進捗管理

ⅰ）化学品の使用部門や環境・安全・衛生面を管理

「使用実態管理システム」

ⅱ）化学品の安全情報を管理

「化学物質データベース等情報管理」

ⅲ）化学品の購入・使用・排出量を管理

「収支集計システム」

３つの主要システムで構成

「化学物質収支の自動集計、情報のデーターベース化」

Ｓ－ＣＭＳ

 

: SHARP Chemical Management System

1）入口側での管理



②仕組み２：
 
事前評価制度（C-PA制度）

Ⅰ）開発設計段階での事前評価により、有害化学物質を含有する部品等の使用を避け、

安全性を確保する。

Ⅱ）事業所内で使用する新規化学物質は、廃棄段階まで考慮して、安全を確保し環境を

保全する。

採用検討部門

（技術、開発、設計）

新規化学物質
部 品
材 料

含有物質調査
リスト作成

環境推進部門

安全性/有害性

廃棄段階の影響
規制動向

評価し判定

協議

「毎回採用検討部門と協議交渉」

協議
協議

Ｃ－ＰＡ：Chemical Product Assessment（化学物質に係わる製品事前評価）



新規薬品採用部門

事前評価の実施

環境推進部門

事前評価の判定

化学物質審査会

専門委員にて審査

安全衛生常任委員会

報告して確認

必要に応じ開催

総括安全衛生管理者

承認

事前評価実施風景

産業医の参画

安全性の確認実験

事前評価制度

「事前評価制度と安全性確認実験」

生物に対する観点から

総合的に評価

③運用：新規化学物質採用フロー



④
 
安全性の確認実験

処理実験の実施 魚、植物にて安全性検証

薬品メーカーの情報だけでは安全性が確認できない場合

「福山事業所のチェック方式」



2）出口側での管理

生物モニタリング：放流水を魚と植物とで安全性の総合確認

 
（1997年～）

①「計器監視
 
＋

 
生物モニタリング」による放流水質管理



1996年に福山工場における全廃棄物の約70％を占めていた現像廃液を、微生物な

 どの自然の力を活用し浄化する独自のシステムを開発し実用化。

微生物処理 中和処理（ｶｷ殻）

生物モニタリング

（備長炭）

 

（活性炭）

 有機物処理【現像廃液】

通産大臣賞受賞

1999年度リサイクル

推進功労者等表彰

排水

総合排水処理

②-１）独自現像廃液処理技術の開発と実用化

・極力薬品を使用しない
・余剰汚泥発生ゼロ



マイクロバブル
未使用時

多量のマイクロバブル
使用時

含有する成分により泡が発生 微生物の活性化により課題を改善

②-2）
 

独自高濃度窒素処理技術の開発と実用化
 マイクロバブル技術と独自微生物処理技術の融合

開発実験中の写真



独自高濃度窒素処理システムの概要

処理能力が向上

窒素化合物の
アンモニア
（ＮＨ３

 

）など
微生物

処 理 後

①微生物を活性化

②微生物を増やす

培養材の材質・形状の最適化により、
2倍以上に増やす

マイクロナノ
バブル

現 状

マイクロナノバブル



①マイクロナノバブル発生槽

工場排水槽

監視室

ﾌﾞﾛﾜｰ室

窒素ガスへの
分解

(脱窒槽)

ろ過分離
(再曝気槽)

IN

＜微生物汚泥の循環ライン＞

（空気有） （空気無）

②アンモニア酸化
(硝化槽)

ＯＵＴ

窒素の除去率90％以上

完成した高濃度窒素処理プラント全体図

マイクロナノバブル発生水槽 微生物培養材



国内半導体環境安全専門委員会での活動

本年度における業界での講演会支援活動状況

・

 

07年3月

 

化学物質専門家による講演

 

（企画と実施）
・

 

4月

 

化学物質含有排水の処理に関する講演

 

（当社）

・

 

5月

 

化学物質の分析についての講演

 

（企画と実施）

2005年度

・窒素に関するリスクコミュニケーション講演会

・化学物質に関するリスクアセスメント講演会

・半導体製品に含まれる化学物質の
情報提供に関する講演会

・化学物質に関する薬品メーカーの取組み講演会

・当事業所の社員が講師となって、
当事業所のリスコミについて講演

2004年度

2003年度

2002年度

2000年度

実施年度 実 施 項 目

１８社

１３社

参加企業数

2001年度 １５社

１５社

最新情報収集と関連業界への働きかけ(国内)

2006年度

・化学物質の削減に関する薬品メーカー講演会

２４社・化学物質の分析に関する講演会

２２社

１５社

（その他）フォーラムでの発表／専門誌への投稿等を通して積極的に情報を発信



国際半導体環境安全委員会にて、

福山事業所の環境技術とリスクマネージメントを発表
・

 

2005年

 

：

 

米国オレゴン州(ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ)

・

 

2006年

 

：

 

欧州マルタ共和国

・

 

2007年

 

：

 

韓国

発表内容

RISK MANAGEMENT 

AT A SEMICONDUCTOR FABRICATION SITE

INTEGRATED CIRCUIT GROUP

SHARP CORPORATION

Kazuyuki Yamasaki ,  

,

米国での発表風景

最新情報収集と関連業界への働きかけ(海外)



ご清聴ありがとうございました。
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